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ＥVモータ用磁石の広い温度範囲における磁気特性評価

広い温度範囲（ -198℃～900℃）にわたってEV用磁石の特性を評価・解析いたします。

超電導VSMを用いた希土類磁石の磁気特性評価

Cat.No 3E8J-079-00-221013

電動化市場の急速な拡大とともに、主要コンポーネントであるモータは小型化・高出力化が求められています。
高出力密度化にともないモータ内の発熱は大きくなり、ロータ内に埋め込まれた磁石も多様な温度環境下で使用されます。
新たに導入した超電導VSM（Vibrating Sample Magnetometer）では、高磁場かつ広い温度範囲で希土類磁石の特性を評価
できます。多様な温度環境下における磁石特性の把握や今後市場の拡大が見込まれる磁石リサイクル分野への評価手法
として活用できます。

超電導コイル式振動試料型磁力計

・ 励磁方式： ソレノイドコイル型超電導コイル

・ 最大印加磁場：50 kOe

・ 温度範囲： -198℃～900℃（＊高温炉/低温炉使用）

・ 主な測定項目：初磁化曲線、ヒステリシス曲線、減磁曲線（Br、Hc、Bhmaxなど）、マイナーループ、リコイル透磁率、M-T
（温度特性）

・ 試料形状： 2mm角～7mm角立方体、粉体、薄帯など（＊試料形状が複雑な場合はご相談ください。）

EV主機モータ用高性能磁石の磁化曲線（室温）

超電導VSMのシステムおよび構成

高温炉ユニット
室温～900℃

低温炉ユニット
-196℃～200℃

ネオジム磁石における減磁曲線の温度依存性
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【装置模式図】

磁化された試料を一定振幅/周期で
振動させ、近傍の検出コイル誘起
電圧の大きさから磁化の強さを評価
します

磁
気

分
極

J
[l
G

]

印加磁場H [ｋOe]

印加磁場H [ｋOe]

磁
束
密

度
B

 o
r 磁

気
分
極

J
[ｋ

G
]


